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平
成
29
年
度
夏
季
特
別
展

「
～
銀
河
鉄
道
９
９
９
作
者
と
初
代
リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
監
修
者
～

松
本
零
士
・
牧
美
也
子
夫
婦
コ
ラ
ボ
展
」

８
月
５
日(

土)

～
９
月
18
日(

月
・
祝)

［
９
月
４
日
・
11
日
休
館
］

　

こ
の
夏
は
、
七
尾
美
術
館
初
と
な
る
漫
画
の
展
覧
会
を

開
催
し
ま
す
！

　

今
や
漫
画
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
共
に
経
済
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
、
日
本
の
漫
画
は
海
外
で
も
高
く
評
価
さ

れ
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
は
、
そ
の
中
で
も
日
本
の
漫
画
界
に
多
大
な
る
功

績
を
遺
し
て
き
た
松
本
零
士
氏
と
、
少
女
漫
画
で
一
世
を

風
靡
し
た
牧
美
也
子
氏
の
、
夫
婦
コ
ラ
ボ
展
で
す
。

　

手
塚
治
虫
宅
で
出
会
い
、
日
本
の
少
年
少
女
た
ち
に
夢

と
感
動
を
与
え
た
ビ
ッ
グ
カ
ッ
プ
ル
。
そ
の
２
人
の
直
筆

原
画
や
セ
ル
画
、
資
料
な
ど
、
２
５
０
点
以
上
を
一
堂
に

展
覧
し
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
満

載
で
す
の
で
、
こ
の
夏
は
是
非
み
な
さ
ん
揃
っ
て
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
！

★
松
本
零
士（
ま
つ
も
と　

れ
い
じ
）★

　

１
９
３
８
年
久
留
米
市
生

ま
れ
。
本
名
松
本
晟（
ま
つ

も
と
あ
き
ら
）。
９
歳
か
ら

漫
画
を
描
き
始
め
、
15
歳
で

デ
ビ
ュ
ー
、
高
校
時
代
に
は

す
で
に
漫
画
の
原
稿
料
で
授

料
で
授
業
料
や
教
科
書
代
を
ま
か
な
っ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
人
気
漫
画
の
登
竜
門
で
は
新
人
王
と
な
り
、
そ
の
名

は
業
界
に
知
れ
渡
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
校
を
出
て
間

も
な
く
上
京
す
る
も
、
最
初
は
４
畳
半
の
下
宿
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
志
は
高
く
、
貧
し
い
な
が

ら
も
制
作
に
励
み
ま
す
。
や
が
て
Ｓ
Ｆ
漫
画
を
中
心
に
少

女
漫
画
や
青
年
漫
画
も
描
い
て
活
躍
、
制
作
に
携
わ
っ
た

ア
ニ
メ
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」
で
一

躍
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
芸
術
文
化
勲
章
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
受
章
。
宝
塚

大
学
教
授
、
京
都
産
業
大
学
客
員
教
授
、
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ

ウ
ッ
ド
大
学
特
任
教
授
、
石
川
県
で
は
小
松
市
の
「
サ
イ

エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
こ
ま
つ
」
の
名
誉
館
長
を
務
め
て
お
ら
れ

ま
す
。

　
「
零
士
」
の
「
零
」
は
永
遠
を
意
味
し
、「
士
」
は
終
わ

り
な
き
サ
ム
ラ
イ
、
武
士
の
士
に
由
来
し
ま
す
。
そ
の
名

に
ふ
さ
わ
し
く
、
描
か
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
は
、
こ

れ
か
ら
も
氏
の
作
品
の
中
で
永
遠
に
生
き
続
け
ま
す
。

「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」

　
　

今
年
誕
生
40
周
年
！

　

松
本
氏
の
代
表
作
の
一
つ
、「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」
は
今

年
誕
生
し
て
か
ら
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

機
械
化
人
が
支
配
す
る
未
来
世
界
、
最
愛
の
母
を
機
械

伯
爵
に
殺
さ
れ
た
鉄
郎
は
、
母
の
最
期
の
言
葉
を
守
っ
て

永
遠
の
命
を
得
る
た
め
、
謎
の
美
女
メ
ー
テ
ル
と
共
に
銀

河
鉄
道
に
乗
っ
て
宇
宙
へ
と
旅
立
ち
ま
す
。
数
々
の
困
難

に
遭
遇
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
鉄
郎
。「
人
間
に
と
っ
て

本
当
に
大
切
な
こ
と
は
何
な
の
か
」
を
問
い
か
け
る
作
品

で
も
あ
り
ま
す
。

　

松
本
作
品
の
人
気
の
理
由
は
、
作
品
全
体
は
も
と
よ

り
、
圧
倒
的
な
存
在
感
の
登
場
人
物
た
ち
に
も
あ
り
、
多

く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
憂
い
を
帯

び
た
瞳
の
メ
ー
テ
ル
は
、〝
永
遠
の
憧
れ
の
人
〟
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」（
１
９
７
４
）

今
な
お
心
に
残
る
、
愛
す
る
も
の
た
ち
へ
の
想
い
と
言
葉

　

西
暦
２
１
９
９
年
。
ガ
ミ
ラ
ス
軍
団
の
攻
撃
を
受
け
、

人
類
は
危
機
に
面
し
て
い
ま
し
た
。
地
球
を
守
る
た
め
、

イ
ス
カ
ン
ダ
ル
星
の
女
王
ス
タ
ー
シ
ャ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

信
じ
、「
放
射
能
除
去
装
置
コ
ス
モ
ク
リ
ー
ナ
ー
」を
求
め
、

波
動
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
ワ
ー
プ
航
法
可
能
な
宇
宙
戦
艦

ヤ
マ
ト
で
、
14
万
８
千
光
年
彼
方
に
あ
る
イ
ス
カ
ン
ダ
ル

平
成
29
年
７
月
1
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
　

９
月
18
日（
月
・
祝
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「銀河鉄道 999　セントエルモ」
（直筆原稿）　ⓒ松本零士

「零士ファミリー」水彩画　ⓒ松本零士
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星
を
目
指
す
沖
田
艦
長
、
古
代
進
や
森
雪
な
ど
…
。
熱
き

心
を
持
っ
た
登
場
人
物
の
言
葉
は
、
今
な
お
多
く
の
人
た

ち
の
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

「
宇
宙
海
賊
キ
ャ
プ
テ
ン
ハ
ー
ロ
ッ
ク
」

　
　
　
　
　

男
の
夢
と
ロ
マ
ン
を
の
せ
て

★
牧　

美
也
子（
ま
き　

み
や
こ
）★

　

１
９
３
５
年
神
戸
市
生

ま
れ
。
22
歳
の
時
、「
母
恋

ワ
ル
ツ
」
で
少
女
漫
画
家

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

し
ま
す
。
１
９
６
０
年
代

初
め
よ
り
『
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
』『
り
ぼ
ん
』『
少
女
フ
レ
ン
ド
』
な
ど
で
活
躍
、
そ
の
後

レ
デ
ィ
ー
ス
コ
ミ
ッ
ク
へ
と
活
動
の
場
を
広
げ
ま
し
た
。

少
女
漫
画
の
代
表
作
は
、バ
レ
エ
漫
画「
マ
キ
の
口
笛
」「
り

ぼ
ん
の
ワ
ル
ツ
」「
銀
の
か
げ
ろ
う
」
な
ど
。
輝
く
瞳
の
少

女
や
物
語
が
人
気
を
博
し
、
第
３
回
日
本
漫
画
家
協
会
優

秀
賞
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
国
際
コ
ミ
ッ
ク
サ
ロ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
第
１
位
、「
源
氏
物
語
」
で
は
第
34
回
小
学
館
漫
画
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
９
６
０
年
代
の
一
時
期
に
は
、
松
本
零
士
氏

と
Ｍ
Ｍ
プ
ロ
を
結
成
し
て
合
作
漫
画
を
描
い
て
い
ま
す
。

一
方
、
１
９
６
７
年
に
タ
カ
ラ
が
発
売
し
て
大
人
気
と

な
っ
た
着
せ
替
え
人
形
・
初

代
リ
カ
ち
ゃ
ん（
１
９
６
７
・

ⓒ
牧
美
也
子
）の
、
デ
ザ
イ

ン
監
修
者
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
漫
画
家
協
会

参
与
。
松
本
零
士
氏
夫
人
。

「宇宙戦艦ヤマト」ピエゾグラフ　ⓒ松本零士

「宇宙海賊キャプテンハーロックとマーヤ」
水彩画　ⓒ松本零士

「宇宙海賊キャプテンハーロック）」
（直筆原稿）　ⓒ松本零士

「ロミオとジュリエット」（初公開原画）
水彩画　ⓒ牧美也子

「源氏物語　春猫」日本画
小学館  1987年　ⓒ牧美也子

「テレフォン天使」（直筆原稿）
『なかよし』講談社　ⓒ牧美也子

「ヘンゼルとグレーテル」水彩画
アポロ社　ⓒ牧美也子・松本零士

「銀のかげろう」水彩画　
『りぼん』集英社  1968年　ⓒ牧美也子



42017. 夏

　《
関
連
イ
ベ
ン
ト
》

◇
◆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
お
知
ら
せ
◆
◇

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は「
松
本
零
士
・

牧
美
也
子
夫
婦
コ
ラ
ボ
展
」
会
期
中
、
関
連
グ
ッ
ズ
を
販

売
し
ま
す
。松
本
零
士
の
グ
ッ
ズ
は「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」、

「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」
な
ど
有
名
な
Ｓ
Ｆ
漫
画
か
ら
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
、
メ
モ
付
箋
、
ノ
ー
ト
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
、
パ
ス

ケ
ー
ス
、
マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
実
用
的
な
ア
イ
テ
ム
を
は
じ

め
、
今
で
も
根
強
い
人
気
が
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
の

特
殊
版
画
（
注
文
販
売
）
や
『
松
本
零
士
展
』
冊
子
な
ど

を
販
売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
牧
美
也
子
の
グ
ッ
ズ
は
少
女
漫
画
で
人
気
を
博

し
た
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
瞳
の
少
女
を
プ
リ
ン
ト
し
た
ミ
ニ

ポ
ー
チ
や
脂
と
り
紙
入
り
ミ
ラ
ー
、ガ
ー
ゼ
ハ
ン
カ
チ
や
、

『
牧
美
也
子
作
品
集
』
も
販
売
し
ま
す
。
通
常
は
、
な
か

な
か
買
え
な
い
グ
ッ
ズ
で
す
。
友
の
会
会
員
の
方
に
は
割

引
も
ご
ざ
い
ま
す
。
是
非
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

展
覧
会
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
ゆ
っ

く
り
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

《
松
本
零
士
・
牧
美
也
子
夫
婦
コ
ラ
ボ
展
限
定
メ
ニ
ュ
ー
》

【
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
】
温
玉
付
き（
８
５
０
円
）

　

宇
宙
の
闇
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
黒
カ
レ
ー
で
す
。

　

黒
糖
の
甘
さ
と
カ
レ
ー

の
ス
パ
イ
ス
が
絶
妙
に

マ
ッ
チ
し
、
不
思
議
で
魅
力

的
な
味
わ
い
が
、
貴
方
の
心

を
漆
黒
の
宇
宙
空
間
へ
と

い
ざ
な
い
ま
す
。

【
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ソ
ー
ダ
フ
ロ
ー
ト
】　
（
５
５
０
円
）

　

銀
河
と
そ
の
星
々
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
フ
ロ
ー
ト
で

す
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は

ソ
ー
ダ
・
バ
ニ
ラ
・
ス
ト

ロ
ベ
リ
ー
の
３
種
類
の
味

が
混
ざ
り
合
い
絶
妙
な
美

味
し
さ
で
す
。

　

是
非
!!
ご
賞
味
く
だ
さ
い
♪

★
限
定
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
注
文
の
お
客
様
に

　

本
展
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
期
間
８
／
５
～
９
／
18
》

★
友
の
会
会
員
の
皆
様

　

会
計
時
に
レ
ジ
に
て
会
員
証
を
ご
提
示
い
た
だ
く
と

　

10
％
割
引
に
な
り
ま
す
。（
10
円
未
満
切
捨
）

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

◇
観
覧
料

☆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

日
時
…
８
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～
約
30
分

　
　

松
本
零
士
氏
に
も
ご
参
加
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

☆
松
本
零
士
氏
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

　
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
。

☆
松
本
零
士
氏
サ
イ
ン
会

　

日
時
…
８
月
５
日
（
土
）

　

対
象
…
当
展
販
売
の
『
松
本
零
士
展
』
冊
子
を
ご
購

　
　
　
　

入
の
方
、
先
着
１
０
０
名
様
。

※
当
日
開
館
後
、
冊
子
ご
購
入
の
方
に
整
理
券
を
配
布

　

し
ま
す
。

※
サ
イ
ン
は
１
名
様
１
回
で
す
。

※
休
憩
を
挟
み
、
午
後
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

★
ぬ
り
え

　

会
期
中
随
時
、
お
２
人
の
作
品
ぬ
り
え
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

★
観
覧
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

会
期
中
ご
観
覧
の
方
全
員
に
、
お
２
人
の
絵
ハ
ガ

キ
２
枚
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

★
な
り
き
り

　

フ
ォ
ト
コ
ー
ナ
ー

　

メ
ー
テ
ル
と
車
掌
の

コ
ス
プ
レ
や
、
顔
出

し
パ
ネ
ル
で
記
念
撮

影
を
楽
し
ん
で
ね
♪

※
イ
ベ
ン
ト
は
予
定
で
、
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
当

館
Ｈ
Ｐ
や
チ
ラ
シ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

パスケース　￥756

メモ付箋　￥756

ミニポーチ　￥1,296

ガーゼハンカチ　￥1,620
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２
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第
76
回
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
い
き
ま
す
！
」

７
月
１
日（
土
）
～
30
日（
日
）

　

※
本
記
事
掲
載
作
品
画
像
は
全
て
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
す
。

　
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
時
節
到
来
！

　

当
館
恒
例
の
初
夏
を
彩
る
展
覧
会
と
い
え
ば
？　

本
誌

を
読
ま
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、も
う
お
わ
か
り
で
す
ね
。

そ
う
、
今
年
も
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
早
く
も
５
月
か
ら
、
真
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

暑
い
日
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。
何
や
ら
今
季
も
「
猛
暑
」

の
気
配
が
濃
厚
…
。
し
か
し
、
そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
当

館
に
て
「
一
服
の
涼
」
を
求
め
る
と
い
う
の
は
い
か
が
。

空
調
の
効
い
た
快
適
空
間
で
、名
品
の
数
々
を
堪
能
す
る
。

こ
れ
ぞ
「
至
福
の
時
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
桃
山
茶
陶
」

　
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・

池
田
文
夫
氏（
１
９
０
７
～
87
）が
、
そ
の
生
涯
を
か
け
て

蒐
集
し
た
美
術
工
芸
品
で
す
。

　

多
種
多
様
な
作
品
計
２
８
７
点
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
、
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
池
田
氏
が
活
躍

し
た
岐
阜
県
ゆ
か
り
の
作
品
群
と
い
え
ま
す
。
特
に
桃
山

時
代
頃
に
現
在
の
美
濃
地
方
で
制
作
さ
れ
た
「
志
野
」
や

「
織
部
」
な
ど
の
茶
陶
に
は
優
れ
た
品
が
多
く
み
ら
れ
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
白
眉
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
展

で
は
「
桃
山
茶
陶
」
を
第
１
の
テ
ー
マ
に
、「
美
濃
焼
」
や

「
唐
津
焼
」・「
備
前
焼
」
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

桃
山
時
代
と
い
え
ば
、
や
は
り
主
役
は
戦
国
時
代
生
え

抜
き
の
武
将
た
ち
。
彼
ら
に
よ
っ
て
花
開
い
た
「
桃
山
文

化
」
は
、
自
由
闊
達
な
気
風
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
や
き
も
の
に
も
反
映
さ
れ
、
斬
新
な
茶
陶
が
数
多
く
制

作
さ
れ
た
の
で
す
。
展
示
作
品
鑑
賞
を
と
お
し
て
、
か
の

時
代
に
想
い
を
馳
せ
て
み
る
の
も
一
興
で
し
ょ
う
。

　
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、
こ
こ
に
集
う

　
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
魅
力
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。工
芸
で
は「
九
谷
焼
」（
陶
磁
）、「
根
来
」（
漆
工
）

な
ど
、
そ
し
て
絵
画
で
は
近
現
代
の
日
本
画
や
肉
筆
浮
世

絵
、
さ
ら
に
は
近
現
代
の
木
彫
ま
で
。
実
に
多
彩
な
顔
ぶ

れ
が
集
い
ま
す
。
本
展
第
２
の
テ
ー
マ
で
は
、
そ
れ
ら
各

ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
展
示
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
幅
広

さ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

以
上
、
両
テ
ー
マ
あ
わ
せ
て
計
69
点
の
豪
華
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
。
ぜ
ひ
と
も
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◆
去
る
４
月
22
日
か
ら
５
月
28
日
ま

で
、
シ
リ
ー
ズ
22
回
目
と
な
る
「
長

谷
川
等
伯
展
」
を
開
催
、《
絵
仏
師
信

春
の
活
躍
》《
上
洛
…
京
都
で
の
飛

躍
》《
水
墨
画
の
魅
力
》
の
３
つ
の

テ
ー
マ
で
、
一
部
史
料
と
複
製
画
を

含
め
た
32
点
を
紹
介
し
ま
し
た
。　

　

開
会
式
で
は
七
尾
市
立
山
王
小
学

校
６
年
生
の
皆
さ
ん
が
「
七
尾
ま
だ

ら
」
を
披
露
、
花
を
添
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
期
中
は
様
々
な
催
し
を

開
催
し
ま
し
た
。

★
４
月
29
日
に
開
催
し
た
「
特
別
講

演
会
」
で
は
、
講
師
の
栗
原
啓
允
氏

（
高
岡
市
大
法
寺
御
住
職
）が
、
等
伯

が
京
都
で
活
躍
す
る
上
で
極
め
て
重

要
で
あ
っ
た
法
華
宗
の
人
脈
に
つ
い

て
切
り
込
ん
で
論
じ
ら
れ
、
ご
聴
講

の
方
々
は
初
め
て
聞
く
内
容
な
ど
に

驚
き
、聴
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

栗
原
氏
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

★
会
期
中
随
時
、
毎
年
恒
例
の
小
中

学
生
対
象
「
等
伯
子
ど
も
な
ん
で
も

ク
イ
ズ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
み
ん

な
作
品
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
問

題
を
解
い
て
い
ま
し
た
。
後
日
、
全

問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
等
伯

関
連
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
当
た
り
ま
す
よ
う
に
！

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

◇
観
覧
料

「志野草花文長方形鉢」

「絵唐津平茶碗」

「美人蛍狩図」

「波に兎図紋章散鐙」

「根来円高杯」

「
長
谷
川
等
伯
展

～
天
才
絵
仏
師
、
み
や
こ
を
目
指
す
！
～
」
を

終
え
て
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

第
22
回
七
尾
日
創
展

　
　
　
　
　
　

７
月
６
日（
木
）
～
９
日（
日
）

　
　
　
　

初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

公
募
に
よ
り
県
内
外
か
ら
出
品
さ
れ
た
日
本
画
を
中
心

と
す
る
絵
画
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
作

品
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
充
実
し
た
作
品
ま
で
、
個
性
あ
ふ
れ

る
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

主　

催　

日
創
会

連
絡
先　

三
宅
厚
史　

☎
０
７
６
７（
77
）１
３
６
８

　

第
76
回
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛

　
　

第
23
回
七
尾
美
術
作
家
協
会
展

　
　
　
　
　
　

７
月
14
日（
金
）
～
17
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

今
回
の
協
会
展
で
は
「
新
・
七
尾
八
景
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
設
け
、
難
し
い
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
各
位
の

可
能
な
範
囲
で
の
協
力
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
に
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
事
を
願
い
、
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

主　

催　

七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先　

三
藤
観
映　

☎
０
７
６
７（
52
）４
０
５
１

　

第
４
回
子
ど
も
長
谷
川
等
伯
展

　
　
　
　
　
　

９
月
23
日（
土
・
祝
）
～
10
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で

　

七
尾
市
の
小
学
生
た
ち
が
、
長
谷
川
等
伯
に
な
っ
た
気

分
で
水
墨
画
の
制
作
に
挑
戦
し
ま
す
。
等
伯
の
作
品
を
見

て
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
各
々
の
感
性
で
自
由
に
描
い

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主　

催　

等
伯
生
誕
の
地
Ｐ
Ｒ
事
業
支
援
委
員
会

連
絡
先　

七
尾
市
教
育
委
員
会　

文
化
課
内

　
　
　
　

              

☎
０
７
６
７（
53
）８
４
３
７

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　

七
尾
高
校
合
唱
部
同
窓
会
に
よ
る

　
「
発
足
記
念
演
奏
会
」

　
　
　
　
　

８
月
27
日（
日
）　

開
演　

午
後
２
時

　

七
尾
高
校
合
唱
部
の
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
、
初
め
て
の
演
奏
会

で
す
。
暑
い
夏
に
負
け
な
い
元
気
な
サ
ウ
ン
ド
を
、
お
届

け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

七
尾
高
校
合
唱
部
同
窓
会

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
52
）２
２
６
１

　

VO
X O

F JO
Y CH

O
IR 

５
周
年
コ
ン
サ
ー
ト　

　
　

TO
GETH

ER! 

響
き
あ
う
声
の
シ
ャ
ワ
ー

　
　
　
　
　

９
月
17
日（
日
）　

開
演　

午
後
６
時

　

地
域
の
人
達
が
繋
が
っ
て
、
愛
や
感
謝
を
テ
ー
マ
に
声

を
合
わ
せ
歌
う
北
陸
発
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ク
ワ
イ
ヤ
ー
。

会
場
も
一
体
と
な
る
参
加
型
の
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
必

見
！
全
席
自
由
。

入
場
料　

前
売
り 

１
、５
０
０
円　

 

当
日 

２
、０
０
０
円

主　

催　
V

O
X

 O
F JO

Y
 CH

O
IR

連
絡
先　

V
O

X
 O

F JO
Y

 M
usic Studio　

中
田

　
　
　
　

☎
０
９
０（
４
６
８
２
）４
２
９
４

　

第
11
回
メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
レ
ッ
ト

　

石
田
ゆ
か
り
門
下
生　

ピ
ア
ノ
発
表
会

　
　
　
　
　

９
月
24
日（
日
）　

開
演　

午
後
１
時

　

自
分
色
の
個
性
を
ピ
ア
ノ
演
奏
に
。
真
っ
白
な
パ
レ
ッ

ト
の
上
に
乗
せ
ら
れ
た
沢
山
の
色
を
。
そ
し
て
様
々
な
色

と
出
会
い
混
ざ
り
合
う
大
切
な
発
表
会
。
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
、

連
弾
、
絵
本
と
音
楽
、
歌
、
ど
う
ぞ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

主　

催　

石
田
ゆ
か
り
門
下
生

連
絡
先　

☎
０
７
６
７（
53
）４
６
２
８

★
石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館　

展
覧
会
情
報
★

　

特
別
展
「
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
／
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」

　

会　

期　

７
月
15
日（
土
） 

～ 

10
月
22
日（
日
）

　
　
　
　

※
休
館
日
：
７
／
18（
火
）・
９
／
19（
火
）・
10
／
17（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ガ
ラ
ス
の
素
材
・
技
法
を
用
い
つ
つ
も
「
ガ
ラ
ス
工

芸
」
と
い
う
既
成
概
念
か
ら
飛
び
出
し
、「
ド
レ
ス
」
を

と
お
し
た
自
身
の
内
面
世
界
を
表
現
す
る
女
性
作
家
た

ち
。
本
展
で
は
、
彼
女
た
ち
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
独

創
性
に
富
む
ガ
ラ
ス
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

  　

※
展
覧
会
詳
細
は
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
ま
で
お
問
い

　
　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
０
７
６
７（
84
）１
１
７
５

監
視
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
募
集

　

美
術
館
の
運
営
を
支
え
て
い
た
だ
き
20
年
を

越
え
ま
し
た
。
展
覧
会
を
安
心
し
て
開
催
で
き

る
の
は
監
視
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
お
か
げ

で
す
。
現
在
は
43
名
の
方
が
活
躍
し
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

興
味
・
関
心
の
あ
る
方
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

場　
　

所
：
七
尾
美
術
館
展
示
室
内

　
　

活
動
時
間
：
9
時
～
13
時
、
13
時
～
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
半
日
交
替
）

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

貸
館
催
し
物
案
内

「ガラス亡霊婦人」
村山留里子　2006 年

高橋コレクション
画像提供：山本現代



7 2017. 夏

平成29年度友の会入会記念
オリジナルグッズ完成！

　今年のグッズは、プラスチックシートに
当館所蔵品を印刷した４枚のしおりです。
　絵柄は、長谷川等伯筆「善女龍王図」
「陳希夷睡図」、池田コレクションから
「地獄極楽図」（英一珪・歌川国貞筆）、
「金魚図」（大橋翠石筆）が印刷されてい
ます。切り離してお使いください。
　数に限りがありますので、お早目のご入
会をお待ちしています。

※対象は平成29年度会員様です。
※しおり１枚のサイズは11.5cm×4cmです。

第18回石川県七尾美術館友の会「鑑賞の旅」のご案内

京都国立博物館「国宝展」と
　　三十三間堂・養源院を巡る旅

　この秋、京都国立博物館では開館120周年を記念し、約200件の国宝を４期に分けて一挙に公開する、夢のよ
うな展覧会が開催されます。その第３期目の展示では、長谷川等伯の「松林図屏風」と長男久蔵の「桜図」が親
子共演するだけでなく、等伯が影響を受けた牧谿の名作「観音猿鶴図」も同時に公開されます。今回の鑑賞の旅
は「国宝展」の第３期展示をメインに、秀吉が側室淀殿の願いを受けて創建した養源院、建築・仏像と見所満載
の三十三間堂（蓮華王院）を巡ります。
　養源院では俵屋宗達筆の「杉戸絵」（重文）や、関ヶ原合戦の前哨戦で徳川家家臣たちが自害した伏見城の床板
を張った「血天井」を、鎌倉時代に再建された三十三間堂（国宝）では「千手観音坐像」（国宝）や「千体千手観音
立像」（重文）など、計約1,000体という圧巻の仏像群を拝観します。
　文化財を巡る京都の旅、皆様のお申込みをお待ちしております。

◆ 日　程　11月７日（火）【貸切バス利用】　6：00出発 　22：00頃帰着予定
◆ 見学地　三十三間堂・養源院・京都国立博物館（予定）

◆ 参加費　13,000円（税込み）
	 ※バス代・拝観入館料・昼食代・旅行傷害保険料込。
	 ※友の会会員以外の方は上記参加費に1,000円加算となります。

◆ 定　員　先着22名（対象は原則として成人）

◆ 募　集　８月５日（土）～ 10月22日（日）
	 （定員に達し次第締め切り）
	 ※最小催行人数15名。
	 　人数に達しない場合は中止させていただきます。
	 ※参加費をご持参のうえ、当館受付までお越しください。
	 ※京都国立博物館では混雑が予想されるため、入場時に
	 　お待ちいただく可能性があります。

京都国立博物館　特別展覧会「国宝」チラシ　　　　　（表）　　　　　　　 　　　（裏）　　 　 　

昼食は湯葉御膳!!

日帰り

参加者
大募集!



855　石川県七尾市小丸山台１丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-
6262

石川県七尾美術館だより 第 20 号（冬号）
〒926-0855　石川県七尾市小丸山台一丁目１番地
TEL(0767)53-1500 ／ FAX(0767)53-6262
http://nanao-art-museum.jp

石川県七尾美術館だより 第90号（夏号）

2017

7
JULY

◆
７
月
～
９
月
カ
レ
ン
ダ
ー
◆　

※
■
は
休
館
日

◆
開
館
時
間
◆　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

8
AUGUST

9
SEPTEMBER

◎次号・第91号（秋号）は10月１日発行予定です。

●飛行機…のと里山空港から「のと里山海道」利用約45分　●車…「のと里山海道」徳田大津JCTから

約15分又は「能越自動車道」七尾城山IC又は七尾ICから約10分　●タクシー…JR七尾駅から約５分　

●徒歩…JR七尾駅から約20分　●市内循環バス「まりん号」…JR七尾駅前「ミナ.クル」バス停から「七

尾美術館前」下車（順回り約８分・逆回り約14分、１日各８便）　●ななおコミュニティバス「ぐるっと７」

…JR七尾駅前５番乗り場から「小丸山台１丁目」下車（西コース約10分、１日４便）

至：和倉温泉駅

至：和倉、輪島

至：のと里山海道
　（徳田大津J.C.T）

至：能越自動車道
　（七尾I.C）

至：羽咋、のと里山
　 海道（柳田I.C）

至：のと里山海海道
　（上棚矢駄I.C）

至：のと里山海道
　（徳田大津J.C.T）

至
：
氷
見
、
高
岡

至：能越自動車道
　（七尾I.C）

至：羽咋、のと里山
　 海道（柳田I.C）

至：のと里山海道
　（上棚矢駄I.C）

小丸山小学校
JR七尾駅 至

：
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動
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能登食祭市場

七尾市役所
小丸山城趾公園

総合市民
体育館

能登総合病院

小丸山南七尾美術館前

小島西部

藤野町北

小丸山

国分

城山

川原町

能登病院口

七尾城山I.C口

２

石川県
七尾美術館
石川県
七尾美術館

七 尾 湾

159

249 249

160

P割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fi スポットサービスの
「FREESPOT」をご利用頂けます。
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　平成29年９月23日（土・祝）～10月22日（日）

　平成29年11月２日（木）～12月10日（日）　会期中無休

平成24年度 春の展覧会予定

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

◆第１展示室 「所蔵品にみる 石川の工芸」
　石川県は「工芸王国」といわれるほど工芸が盛んな地域。本年秋には全国規
模の工芸の祭典「21世紀鷹峯フォーラム　石川・金沢」も開催されます。本展
は同イベントにあわせて実施するもので、石川県ゆかりの工芸作品を当館所蔵
品より紹介します。

◆第２展示室 「能州ガ生ミシ名
メイ

畫
ガ

」
　長谷川等伯（1539 ～ 1610）をはじめ、能登地方にはこれまで多くの画家たちが
活躍、数多くの優れた作品を遺しています。本展ではそれら能登に関連を持つ
古今の絵画を紹介。無論のこと、等伯や「長谷川派」絵師の仏画などもあわせ
て展示予定です。

◆第１・２・３展示室
「2017イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」
　毎春、イタリアの古都ボローニャで児童書専門の国際見本市「ボローニャ・チルドレンズ・ブックフェア」が
開催されます。絵本原画コンクールも実施され、ブックフェアでは入選作品が展示されます。コンクールは新人
イラストレーターの登竜門ともなっており、世界中から絵本の新た
な可能性を探る様々な作品が集まります。
　ボローニャ国際絵本原画展はコンクールの入選作品を紹介する展
覧会です。今年は3368組の応募作品から、日本人６人を含む、26 ヵ
国75作家が選ばれました。５枚１組で構成される作品はバラエティ
豊かで個性に溢れています。特別展示は昨年「ボローニャ ･SM出
版賞」を受賞したメキシコのフアン・パロミノの新作絵本原画と、
今年のブックフェアで展示された日本の絵本50冊を紹介する「見て 
めくって 感じる 日本の絵本」です。また、ボローニャ・ラガッツィ
賞受賞絵本など海外の絵本も多数展示します。印刷された絵本から
は感じることのできない原画の魅力をお楽しみください。 『トビウオ、まてまて。』渡辺アンヤラット（日本）
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